
 

平
成
27
年
度
第
１
回
屋
久
島

山
岳
部
利
用
対
策
協
議
会
が
４

月
24
日
に
屋
久
島
環
境
文
化
村

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
平
成
26
年
度
の
屋
久
島

山
岳
部
保
全
募
金
の
収
支
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

募
金
総
額
は
、
約
２
０
，
７
５

１
千
円
と
な
り
荒
川
登
山
口
で

の
募
金
額
が
前
年
に
比
べ
約
４
，

１
５
６
千
円
の
減
、
募
金
率
に
つ

い
て
も
前
年
に
比
較
し
約
１

０
％
減
の
３
５
．
８
％
と
の
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
27
年
度
の
山
岳
部
保
全

募
金
の
見
込
み
に
つ
い
て
は
募

金
総
額
が
１
６
，
０
０
０
千
円
、

支
出
額
１
９
，
０
２
７
千
円
で
不

足
額
に
つ
い
て
は
前
年
度
繰
越

金
に
よ
り
対
応
す
る
が
、
非
常
に

厳
し
い
運
営
状
況
見
込
み
で
あ

る
と
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
屋
久
島
山
岳
部
保
全
募

金
の
新
た
な
入
山
協
力
金
へ
の

移
行
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
一
部
委
員
の
意
見
を

受
け
、
今
後
部
会
方
式
で
検
討
す

る
こ
と
と
し
、
実
務
担
当
者
会
議

で
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
大
株
歩
道
近
く
の
モ
ー

タ
ー
カ
ー
回
転
場
所
に
設
置
し

て
あ
る
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
モ
ー

タ
カ
ー
の
安
全
運
行
の
観
点
か

ら
撤
去
し
設
置
場
所
を
変
更
す

る
こ
と
と
し
第
１
回
の
協
議
会

を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

４
月

23

日
、
屋
久
島
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
森
保
護
管
理

協
議
会
の
臨
時
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

開
催
理
由
は
、
去
る
３
月
26
日

開
催
の
入
島
税
検
討
会
議
で
決

定
さ
れ
た
新
た
な
入
山
協
力
金

と
レ
ク
森
の
森
林
環
境
整
備
推

進
協
力
金
と
の
一
元
化
に
つ
い

て
、
山
岳
部
利
用
対
策
協
議
会
か

ら
検
討
依
頼
を
受
け
て
開
催
し

た
も
の
で
す
。 

 

検
討
結
果
は
依
頼
項
目
別
に
、

①
収
納
事
務
の
一
元
化
、
②
会
計

の
一
元
化
③
組
織
の
一
元
化
は
、

い
ず
れ
も
で
き
な
い
と
し
④
収

納
事
務
に
つ
い
て
は
協
力
し
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

屋
久
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 
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４
月
１
日
付
け
の
異
動
で
屋

久
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
に
参
り
ま
し
た
山
下
義
治

で
す
。 

 

屋
久
島
勤
務
は
、
今
回
が
２
回

目
で
昭
和
61
年
か
ら
３
年
間
旧

下
屋
久
営
林
署
栗
生
担
当
区
事

務
所
に
勤
務
、
先
日
島
内
を
巡
り

ま
し
た
が
27
年
の
時
の
流
れ
を

感
じ
ま
し
た
。
今
回
再
び
屋
久
島

で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
ま
た
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。 

 

森
林
生
態
系
保
全
に
関
す
る

業
務
は
、
平
成
25
年
３
月
ま
で
の

２
年
間
西
表
島
で
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
亜
熱
帯
性
の
森
林
に
覆

わ
れ
世
界
自
然
遺
産
地
域
へ
の

登
録
に
向
け
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

の
保
全
、
希
少
種
の
保
護
、
外
来

種
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、
屋
久
島
は
、
日
本
で
最

初
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ

れ
22
年
を
迎
え
ま
す
。
屋
久
島

は
、
国
割
岳
周
辺
の
植
生
垂
直
分

布
に
代
表
さ
れ
る
大
変
貴
重
な

森
林
生
態
系
が
維
持
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
屋
久
島
世
界
自
然
遺

産
地
域
を
適
切
に
管
理
す
る
た

め
に
世
界
遺
産
地
域
科
学
委
員

会
、
ヤ
ク
シ
カ
ワ
ー
キ
ン
グ
等
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
各
種
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

今
後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
る

入
山
者
へ
の
対
応
や
森
林
生
態

系
保
全
に
向
け
、
各
機
関
等
と
連

携
を
図
り
屋
久
島
森
林
生
態
系

保
全
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 
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屋久島の植物 

屋久島生態系モニタリング 
平
成
27
年
度
第
１
回 

 

屋
久
島
山
岳
部
利
用
対
策
協
議
会
開
催 

着
任
の
挨
拶 

レク森協議会臨時総会の様子 

屋久島中央部の植生垂直分布調査（平成 24年度） 
●標高 1600㍍地点(№3プロット)小高塚山から焼野三叉路へ向かう稜線 
[高木層 6-11m] 密度は低いがスギが優占し､ヒメシャラがやや多く、タンナ
サワフタギ､ヤマグルマが混じる｡風衝のため樹冠の発達が悪く､植被率も低
い｡ 
[亜高木層 3-6m]タンナサワフタギが優占し､スギ､ヒメシャラ、ヤクシマシャク
ナゲ､ヤマグルマが続く｡スギの枯木もある｡５年前は風衝のためやや矮林化
していたが回復しつつあり、イワガラミ､ツルアジサイが樹幹に多く巻き付く｡
タンナサワフタギとヤクシマシャクナゲの多くは前回までは低木層だったが､
今回は成長し亜高木層になった｡ 
[低木層 1.2-3m] タンナサワフタギとヤクシマシャクナゲ、カナクギノキが生
育し､ヤクシマシャクナゲは積雪のため斜面下方に匍匐～斜上するように生
える｡ 
[草本層 1.2m未満] ヤクシマシャクナゲが多い｡草本類はスゲ属､コバノイ
シカグマが多い｡植被率は 10%と低い｡ 
[群集及び特徴的な出現樹種] スギ－ヤクシマシャクナゲ群集｡優占種は
スギであるが樹高は低く､樹冠の発達も悪い｡スギの枯木が目立つ｡草本層
で優占するヤクシマシャクナゲは､このプロットではオオヤクシマシャクナゲ
型のものはなく､ヤクシマシャクナゲのみ出現｡積雪の重みで匍匐するヤク
シマシャクナゲの樹形がこの林分の特徴｡ 
[植生の変化考察] 高木層のスギは､風衝の影響で上長成長はあまり見ら
れなかったが､一部個体の肥大成長が見られた｡また亜高木層の一部のタ
ンナサワフタギやヤマボウシ､ヒメシャラ､ヤマグルマの上長成長が見られ､そ
れらは亜高木層から高木層へと変化｡しかし､成長し樹冠が高くなると風衝
被害を受けるので樹冠の発達はそれほど良くなく､高木層の全体的な植被
率は5%と変化しなかった｡また前回低木層だったヤクシマシャクナゲやハイ
ノキ､アセビの多くが､上長成長により低木層から亜高木層へ変化｡一方で
ヤクシマシャクナゲやハイノキ､アセビ等の低木の被圧枯死木（立枯・風倒
木）が10数本見られた｡なおヤクシカによる食痕は､ヤクシマダケに対する
ものは確認されたが､この標高付近は元々ヤクシマダケの生育本数は少な
い｡ 

 

屋
久
島
に
固
有
の
落
葉
低
木
。

高
地
の
明
る
い
場
所
で
見
ら
れ

る
。
花
色
は
紅
紫
色
で
、
開
花
は

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
少
し
前
。
葉
の
展

開
が
終
わ
る
前
に
開
花
す
る
の
で

花
が
よ
り
目
立
つ
。
葉
は
菱
形
の

よ
う
な
卵
形
で
、
枝
先
に
３
枚
輪

生
す
る
。
花
期
４
～
５
月
、
果
期
９

～
10
月
。 

ヤクシマミツバツツジ 

（ツツジ科） 

屋
久
島
レ
ク
森
臨
時
総
会
開
催 
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「シャクナゲパトロール」を計画 
～登山者への注意など呼びかける～ 

 

 ヤクシマシャクナゲの開花時期を迎え、屋久島森林生態系保全センターでは、例年、登山者が多

くなる時期に合わせ屋久島森林管理署と協力し「シャクナゲパトロール」を行っています。 

 今年は、５月２５日（月）～６月５日（金）を計画。高山植物の盗掘防止や登山マナーの呼びか

けを行うこととしています。今年のシャクナゲの開花は、春先に寒気が訪れたこと、去年がシャク

ナゲの花が多かったことなどから開花が遅いのではと予想しています。今年も世界遺自然産屋久島

で多くのみなさんが屋久島の雄大な自然を満喫していただければと思います。 

【登山者のマナールール】 

 ①ゴミは絶対捨てないで持ち帰ること。 

 ②登山道から外れないこと。 

 ③動植物の捕獲、採取を行わないこと。 

 ④トイレは決まった場所及び携帯トイレを使用すること。 

 ⑤宿泊する登山者は、避難小屋を使用すること。 

 など、お願いしていますが、昨年は湿原地内に足跡がみられるなど心ない 

登山者も一部いるようです。今年も引き続き呼びかけを行うなど登山マナー 

の向上に取り組むこととしています。 

 

４
月
17
日
、
屋
久
島
高
等
学
校

普
通
科
環
境
コ
ー
ス
３
年
生
の

１
名
が
、
高
校
の
課
題
で
ヤ
ク
シ

カ
に
関
す
る
研
究
の
た
め
来
所

し
ま
し
た
。 

 

以
前
は
近
所
で
見
か
け
て
い

た
ヤ
ク
シ
カ
が
あ
ま
り
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る

け
ど
、
ど
う
し
て
な
ん
だ
ろ
う
と

い
う
疑
問
か
ら
テ
ー
マ
に
選
ば

れ
た
そ
う
で
、
①
生
息
場
所
・
数

の
推
移
②
数
の
調
査
方
法
③
食

べ
る
植
物
④
生
態
系
へ
の
影
響

⑤
捕
獲
の
理
由
⑥
捕
獲
方
法
と

場
所
⑦
理
想
的
な
生
息
数
等
を

中
心
に
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

生
態
系
管
理
指
導
官
の
説
明

に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
、
一
言
も

聞
き
逃
さ
な
い
よ
う
懸
命
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
ヤ
ク
シ

カ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
て
い
る
当
セ
ン
タ
ー
非
常

勤
職
員
も
説
明
し
、
よ
り
鮮
明
な

実
態
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
最
後
に
資
料
の
コ
ピ
ー

や
ヤ
ク
シ
カ
好
き
嫌
い
図
鑑
、
シ

カ
の
被
害
が
判
る
図
鑑
を
借
り
、

今
後
も
ヤ
ク
シ
カ
に
つ
い
て
の

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
し

て
学
習
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

屋
久
島
高
校
生
来
所 

～
ヤ
ク
シ
カ
を
学
ぶ
～ 

  
・樹高： 19.5㍍ 

・胸高周囲： 8.1㍍ 

・樹齢： 推定 3千年  

・標高： 1230㍍ 

・場所： ヤクスギランド 

           から安房林道沿 

           5.6㌖先 

熱心に説明を聞く高校生 

紀元杉紀元杉紀元杉   

巨樹・著名木屋久杉   
 世界自然遺産屋久島では

標高 600 ｍ以上の山地に

自生しているスギのうち樹

齢千年を超えるものを屋久

杉、それ以外は小杉と呼ば

れています。今月号から屋

久島で知られている巨樹・

著名木について紹介するこ

ととします。 


